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わたしたちは統一教会、ものみの塔（エホバの証人 )、モルモン教ではなく
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冬枯れの土の中から　草の芽がはい出している

あなたのための素晴らしい計画
　東日本大震災から２年になります。復興
というには、まだまだ程遠い状態だと聞い
ています。今もなお傷がいえず、多くの困難
の中におられる被災地の方々の上に、主イ
エス・キリストの慰めと励ましと助けがあ
りますようお祈り申し上げます。
　聖書の中に、私たちへのすばらしい神様
の約束の言葉があります。たとえば、次のよ
うな言葉です。「わたしはあなたがたのため
に立てている計画をよく知っているからだ。
…それはわざわいではなくて、平安を与える
計画であり、あなたがたに将来と希望を与
えるためのものだ。」（エレミヤ書 29：11）
　私たちは、自分の人生に様々な計画を描き
ます。期待を込めて、人生設計をします。けれ
ども多くの場合は、自分の思い通りの歩みが
できず、失望します。そして、“理想が高すぎ
た、現実はこんなものさ”とあきらめます。
　しかし神様は、私たちのためにすばらし
い計画を持っていてくださいます。それは、
人がいろいろな経験や知識を駆使して練り
上げた計画ではなく、神様が、ご自分の栄
光のために立ててくださっている計画で
す。しかもそれは、私たちに平安と、将来と、
希望を与えようとする計画です。

　私たちは、生まれながらの罪人です。人
を憎んだり、恨んだり、ねたんだりします。
人を愛することができません。とても神様
に喜ばれる者ではありません。罪を持ったま
までは、滅びるしかありません。しかし、そん
な私たちのために、神様はイエス・キリスト
をお送りくださいました。キリストは、罪のな
い神の御子でしたのに、私たち罪人の身代
わりに、十字架にかかって死なれました。
　このキリストの前で罪を悔い改め、キリ
ストは私の罪のために十字架にかかってく
ださったと信じるなら、誰でも、どんな罪も
赦され、恐ろしい滅びから免れることがで
きます。この罪からの救いが、神様が私たち
のために抱いていてくださるすばらしい計
画の始まりなのです。そこから平安と、将来
と、希望にあふれた人生が導かれていくの
です。
　神様は、あなたのために素晴らしいご計
画を持っておられます。たとえあなたが今、
失意の中におられても、落ち込んでおられ
ても、神様はあなたを愛し、あなたを祝福し
たいと願っておられます。あなたも、キリス
トによる救いをいただいて、前途洋々たる
人生に乗り出されませんか。

イースターエッグってなに？
　イースターにはカ
ラフルに彩られた卵
がよく登場します。
イースターは、十字
架にかかって死なれ
たイエス・キリストが

復活されたことを記念する日なので、
新しい命と復活を象徴する卵が用い
られるようになったと言われています。
今年のイースターは３月３１日です。教
会ではイースター礼拝がささげられ、
イースターエッグが配られます。ぜひ教
会にお越しになって、イースターエッグ
をお受け取りください。

　市内野上の地に宝
塚栄光教会の看板が
かかげられたのは、
1985年3月の春まだ浅
き頃。（やがて教会は現
在の地、中州に移転し

トリビア ー宝塚栄光教会ー

季節がめぐり、風がやわらかい春の日差しを運んできてくれま
した。イースターを迎えるこの季節、今年も藤丸麗さんをお迎
えしてコンサートをお届けします。ご期待下さい。

てきました。）さかのぼって、ゆずり葉台に開設さ
れた「特別養護老人ホーム宝塚栄光園」では毎
朝礼拝が持たれており、やがてクリスチャンにな
る入居者や職員が増えていきました。ここで働く
クリスチャンの職員たちは、お年をとっても希望を
もって日 を々送り、温かい支えと助けを喜ぶ方々
と共に礼拝ができる教会を祈り求めました。それ
が宝塚栄光教会です。初代牧師に岩間牧師夫
妻が赴任し、教会は地域に根ざし活動を続けて
今日に至りました。
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日本家屋の野上の教会



　　　　　　「ねこやなぎ」

ああ　やっぱり春の光が　そそがれている

前の季節の風では　なくなっている

ほら　風がやわらかい

光に力が　こめられている

ビロードの毛の中で　

寒い日々を　守られていた

ねこやなぎだから

今　全身で　ぬるんだ風と

包み込む光を　感じている

そして　季節の訪れを　告げ知らせている

固かった毛先が　ほどけるようにのびて

風に　ゆれている

目を覚まし始めたのだ

ぐるりとあたりを　見わたすと

あちらこちらで　

始まっている

主よ　わたしたちに御顔の光を　向けてください
人々は　麦とぶどうを豊かに取り入れて　喜びます
それにもまさる喜びを　わたしの心にお与えください
平和のうちに身を横たえ　わたしは眠ります
主よ　あなただけが　確かに
わたしをここに　住まわせてくださるのです
　　　　　　 　　　 　　　 (聖書)


